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東京営業本部　外商コーディネーター　菅井　滋

～東京営業本部レポート～
Made in Kochiを全国へ

Vol.70

内閣府主催「防災×テクノロジー官民連携プラットフォームのマッチングセミナー」に参加しました

【お問い合わせ】  （公財）高知県産業振興センター   東京営業本部・大阪営業本部
東京営業本部  □ 〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-3-3 内幸町ダイビル8F　

  □ TEL : 03-6452-8830　□ FAX：03-6452-8831
大阪営業本部  □ 〒541-0053 大阪府大阪市中央区本町2-6-8 センバセントラルビル１F 高知県大阪事務所内

  □ TEL：06-6244-7934（～4/13）　06-4708-3398（4/14～）
大阪営業本部（名古屋駐在）  □ 〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄4-16-8 栄メンバーズオフィス8F 803号室  

  □ TEL : ０５２-６８４-４９０４

東京営業本部

こちら→

　昨年10月に神戸市で開催された第5回マッチングセミナーで、高知県工業振興課が、高知県の取り組みとして県内の自
治体と企業とのマッチング事例等を紹介したことをきっかけに、内閣府から、第６回マッチングセミナー（２月10日宮城県
仙台市で開催）の個別相談会への参加についてのご依頼をいただきました。個別相談会は、自治体（主に宮城県を中心と
した市町村や東南海地域）の困りごとに対して、企業や他の自治体が取り組みの提案を行い解決へ導くもので、高知県か
らは、県内企業２社の製品の提案を行いました。

　宮城県多賀城市からの相談「災害時、警報と連動して自動開閉可能なキーボックス等の仕組み」については、有限会社
大協工産の「震度感知式鍵ボックス（防災Box）」を提案。日本初の縦揺れ・横揺れ同時感知技術と品質、電源不要など
の特長と、地震発生時、マスターキーの管理者が避難施設へ行けない場合でも、スペアキーを保管した「防災Box」が震
度を感知して自動解錠になり、現地に避難した方が施設を解錠できることを説明しました。その結果「リモートで施錠と解
錠ができる他社製品はランニングコストが相当かかるが、この製品は同様のメリットがありながら、ランニングコストがあまり
かからず理想の仕様」と高い評価を受け、今後の採用に向けて具体的な提案を行っています。

　静岡県からの相談「避難タワーの実用的なトイレ機能」については、まず、話の導入として、高知県工業振興課がオンラ
インで「高知県の防災関連産業の振興について」の取り組みと「避難タワーのトイレの対応」を説明しました。その後、有
限会社四国浄管の災害トイレ「2Ways大地くん」やその他の高知県防災関連製品を紹介しましたが、ヒアリングを進めてい
くと、「屋根や壁の無い既存の避難タワーの滞在性を向上させること」が主たる課題であったため、課題に沿った製品も
併せて紹介。高い関心を示されましたので、後日、名古屋事務所の外商コーディネーターに相談内容を引き継ぎ、静岡県の
防災備蓄計画の担当者に具体的な提案を行っています。

　次回の第７回マッチングセミナーは６月1日（木）に高知城ホール（高知市）で開催予定です。以下サイトで詳細が掲載さ
れますので、県内企業・自治体の皆さまはこの機会にぜひ参加してみてはいかがでしょうか。

　内閣府は、「災害対応を行う地方公共団体等の困りごとやニーズ」と「民間企業等が持つ先進技術」の
マッチングや効果的な活用事例の横展開を行う場として、令和３年度に「防災×テクノロジー官民連携プ
ラットフォーム」（防テクPF）を設置しています。この一環として開催されている、地方公共団体と民間企
業等が交流する場となる第6回マッチングセミナーに参加してきました。

【お問い合わせ・ご相談予約】  （公財）高知県産業振興センター内　高知県よろず支援拠点
□〒７８１-５１０１ 高知市布師田３９９２番地２　高知県中小企業会館５階
□ Email ： yorozu@joho-kochi.or.jp　
□ TEL : 088-846-0175　　□ 対応時間　8：30～17：15 （土日祝日を除く平日）　

「よろず支援拠点」は、国が平成26年度から全国に設置している無料の経営相談所です。
中小企業の皆様の売上拡大や経営改善等、経営上のあらゆるお悩みに対応します。

経営上のお悩み、相談しませんか？

通信通信

高知県

高知県よろず 検索

相談事例のご紹介
行列ができる鍋焼きラーメン専門店のSNS活用

相談者は、地元で人気の鍋焼きラーメン専門店。
2022年に事業承継し、先代に代わり経営を行うことに
なりました。新型コロナウイルスの影響で売上が減少し
たことで、須崎商工会議所の経営指導員を通じて、
「SNSを効果的に活用できないか」との相談がありまし
た。

まず、地元の経営指導員と共にヒアリングを行い、現状
を把握。店舗の集客状況やふるさと納税を含むEC販
売のチャネルごとの状況確認を行いました。また、SNS
を活用することで改善できることはないか、店舗運営で
の困りごとも同時にヒアリングし、課題を抽出していきまし
た。

SNSでの集客は導線づくりが重要になります。その具体
的な方法を一つひとつ数カ月にわたりハンズオンで説明
し、アカウントの改善を提案。Twitter、Instagramともに
プロアカウントへの切り替えに始まり、プロフィールページの
設計、インサイト機能の活用、効果的な投稿方法などを
相談者に実践していただきました。

SNSを開始してから半年が過ぎ、フォロワー数も右肩上
がりに。店の前に行列ができる日も増え、売り上げも上昇
傾向に転じました。相談の入口はSNSでしたが、現在は
売り上げの分析、価格設定、デジタル化など、新たな課
題に向けて商工会議所と連携しながら、定期的なフォ
ローアップを行っております。

01　相談のきっかけ

03　課題策の提案と実施

02　現状分析と課題把握

04　支援の成果

昨年、先代から事業を引き継ぎましたが、新型コロナの影響で売り上げが激減し
てしまい「このままでは、ヤバイ…」と思い始めていたところ、経営指導員さんか
らのご紹介でよろず支援拠点に相談することになりました。何度も話を聞いていた
だき、TwitterやInstagramの導線づくり、価格の設定など、一つひとつ丁寧にサ
ポートしていただいた結果、おかげさまで店に行列が戻ってきました！　売り上げ
も戻り始めて、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました！

相談者
の声

【個別相談会での提案風景】【会場受付】 【セミナー風景】

「防災×テクノロジー官民連携プラットフォーム」（防テクPF）マッチングサイト

▶https://www.bosaitech-pf.go.jp/

鍋焼きラーメン　まゆみの店
須崎市栄町10-14　TEL：0889-42-9026


